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　明治維新を迎えて、廃藩置県により、明治6年（1873年）6月から明

治9年（1876年）8月まで、熊谷県が置かれました。

　明治16年（1883年）には日本初の私設鉄道として上野－熊谷間に鉄

道が敷かれ、生糸などの多くの物資が遠く横浜港まで運ばれました。

この鉄道開通により、熊谷の町は大いに発展しました。

　農業では、麦の栽培方法の改良に尽力した「麦王」権田愛三、養蚕に

尽力した鯨井勘衛などによって技術革新がなされ、工業都市としての

熊谷につながっていきます。養蚕の盛んな熊谷は製糸業も盛んになり「製

糸の町」とも呼ばれ、多くの工場が建てられました。また、小麦の製粉

業も盛んで松本真平は、現在の日東富士製粉の礎を築きました。

　そして、竹井澹如、林有章、根岸友山・武香といった多くの先覚者

たちが、産業や文化など多方面で力を尽くし、現在の熊谷の発展の基

礎を築きました。また、荻野吟子は、日本公許登録女医第1号となり、

その生涯は小説などで広く紹介されています。

　昭和8年（1933年）4月1日には県下2番目の市制を施行し、熊谷市と

なりました。その後も周辺の村々との合併により、昭和30年（1955年）

にほぼ旧熊谷市の市域となりました。同じく昭和30年には大里村、江

南村、妻沼町も誕生しました。

　昭和の熊谷を語るときに、熊谷空襲は忘れてはならない事柄です。

太平洋戦争が終わる昭和20年（1945年）8月15日の前夜、熊谷上空に飛

来したＢ29爆撃機による空襲を受け、多くの犠牲者を出しました。埼

玉県下で一番大きな被害を受けた熊谷市は、県下唯一の戦災指定都市

となりました。

　戦後は、惨禍を克服して区画整理事業や企業誘致などによりまちづ

くりを行い、県北の中心都市として復興を遂げました。昭和57年（1982

年）11月に上越新幹線が開通し、昭和63年（1988年）にさいた

ま博覧会の会場となり、また平成16年（2004年）の埼玉国体

ではメーン会場地として、多くの市民の力を結集し国体成功

に導きました。そして平成の大合併により、県北初の20万都

市となり、更なる発展を遂げようとしています。
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５ 策定手順

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」で

構成します。

　総合振興計画は、計画づくりの初期の段階から、公募による38人で

構成する熊谷市市民委員会（以下「委員会」という。）との連携と協力の

もとに、計画策定を進めました。

　これからのまちづくりには、市民との協働が不可欠です。市の最上

位計画である総合振興計画に、積極的に市民参画を取り入れたことで、

新たな熊谷らしい自治システムをつくる第一歩を踏み出しました。

　委員会では、専門部会とやり取りを行いながら、まちづくりの進み

具合を測るための「ものさし」として成果指標を検討し設定しました。

　成果指標には、客観的なデータや市民アンケートから把握した現状

値と、5年後・10年後にどこまで達成していくのかというめざそう値（目

標値）を設定し、計画の進行管理や評価に活用します。

市民参画の新しい試み1

市民委員会と市職員との協働2

策定後の進行管理3

　以上のような委員会での議論を踏まえて施策の大綱をま

とめ、この総合振興計画の骨格としています。

市民委員会の様子

　委員会では、まず委員の生活実感に基づく様々な問題点を出し合い

ながら、まちづくりの課題（生活課題）をまとめました。

　委員会には、計画づくりを推進する市の組織である総合

振興計画策定委員会の専門部会から推選された23人が、

サポート職員として出席し、専門部会との橋渡し役を務め

ました。

　委員会でまとめた生活課題を基本に、市が市民サービス

の向上などに必要な視点を加えて単位施策として体系化し

ました。


